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大洋秀行 (施設長･兼) ･束 滋l)･
渡過邦夫 ･足揮貞成2)
本施設の運営は上記3教官のほか,鈴木晃 ･山
極専一によって進められた｡平成9年度の各ス
チ-ションの状況は次の通りであるこ
1.寺島観察所
幸島の群れは昭和23年以来の蓄積されたff料を
もとに､野外観察施設の中では独自の位密を占め
ている｡主群のボス､ノソは30才になったが､今
年も健在でその地位を保っている｡記録的に出産
の多かった昨年の反動もあったのだろうが､今年
は出産が5頭 (オス3,メス2)のみであり､死
亡個体もわずかに2頭だったため,安定した1年
であった｡また近年は島との間にできた船だまり
の方に砂がたまるようになったせいか､島が地続
きになることも､やや少なくなってきている.た
だ今年もツグミなどの冬鳥が少なく､全島的に春
先まで木の実が豊富であったので､このままいけ
ばまた来年度には多数の出産が見込まれている｡
平成10年3月の時点での島内の個体数は,マキグ
ループ約10頭を含め93頭である｡
文化庁の指導の下 ｢幸島猿生息地保班対策検討
委員会｣が定期的に集まりをもち.事由の保全策
や整備､今後の研究所施設予算削減をにらんだ対
応などが議論されている｡今後の検討を経て､文
化庁などに改善策をはたらきかけることになろ
う｡今年度は､森によるマキグループのグルービ
ングのあり方や栄養条件とメスの性皮腫脹の関
係.栗田博之による子供の性による死亡率の追い
などについての研究が行われた｡また例年夏に学
生実習が行われてきたが､大学院の制度変更等に
より学生増が見込まれているため､実習方法の再
検討が必要になってきている｡
2.下北研究林
1997年12月の一斉調査は､足浮が1973年に下
北に常駐するようになって以来初めて､全く積雪
のない条件下で行われた｡そのため足跡を利用し
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